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コ
ロ
ナ
も
強
敵
　

が
ん
も
強
敵

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

一
時
収
ま
っ
た
か
に
見
え
た
コ
ロ

ナ
禍
で
す
が
、
社
会
活
動
の
制
限

の
緩
和
に
伴
っ
て
感
染
者
の
数
が

再
び
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

無
症
状
の
陽
性
者
が
多
い
の
も
こ

の
感
染
症
の
特
徴
で
す
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
件
数
が
増
え
れ

ば
、
陽
性
者
数
も
増
え
る
の
は
当

然
で
す
。
感
染
し
た
人
の
数
に
一

喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
重
症

者
、
死
亡
者
の
数
を
よ
り
重
視
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
死
亡
者
は
全
国
的
に
ほ
と
ん
ど

増
え
て
い
ま
せ
ん
。
感
染
者
、
死

者
と
も
全
国
の
３
分
の
１
を
占
め

る
東
京
都
で
も
、
７
月
に
入
っ
て

死
者
数
は
ゼ
ロ
が
続
き
ま
し
た
。

重
症
者
の
数
は
全
国
的
に
見
て

も
、
東
京
都
に
限
っ
て
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
を
す

る
人
が
増
え
た
た
め
と
思
い
ま
す

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
数

は
激
減
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働

省
の
推
計
に
よ
る
と
、
３
月
１
日

時
点
の
全
国
の
累
計
患
者
数
は
約

３
９
７
万
人
で
、
前
年
同
期
の
４

割
弱
で
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
に
、
例
年
よ
り
ず
っ
と
減
っ

て
い
ま
す
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
今

年
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

死
亡
が
例
年
よ
り
少
な
い
年
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
が
ん
は
流
行
性
の
感
染
症
と
ち

が
い
、
高
齢
化
と
と
も
に
、
増
え

続
け
て
い
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
ば
か
り
関
心

が
集
中
す
る
と
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
１
年
間
に
日
本
人
男
性

の

万
人
強
、
女
性
の

万
５
０

０
０
人
ほ
ど
が
が
ん
と
診
断
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
の
長
期
予
測
に
よ

る
と
、
２
０
３
５
〜

年
の
平
均

で
は
、
男
性
は

万
人
、
女
性
は

万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
性
で
１
割
以
上
、
女
性
で
は
２

割
近
く
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
私
も
そ
の
１
人
で
す
が
、
過
去

５
年
以
内
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
て

生
存
し
て
い
る
「
有
病
者
」
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
男
性
約
１
７
３

万
人
、
女
性
約
１
４
０
万
人
、
男

女
合
わ
せ
て
３
１
３
万
人
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

〜

年

の
平
均
で
は
、
男
性
は
１
８
４
万

人
、
女
性
は
１
６
７
万
人
と
推
計

さ
れ
、
有
病
数
は
男
性
で
６
％
、

女
性
で
は

％
も
増
加
す
る
見
込

み
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
甘
く

見
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

が
ん
と
い
う
、
ま
だ
ま
だ
高
く
て

厚
い
壁
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

（
東
京
大
学
病
院
准
教
授
）


